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2007年4月14日（土）～22日（日）の9日間、イタリア フィレンツェのバッソ要塞で開催された「第71回　2007国
際工芸品展	in	フィレンツェ“Artigianato”」に（財）京都産業21　会員交流グループのKyoohoo?!（キョフー）メン
バー８社と京都府が共催し出展しました。

第71回 2007国際工芸品展 in フィレンツェ
　「Artigianato」出展しました

平成14年度に京都経済同友会が中心となって、経済活動が活発な北イタリアへ経済交流の呼びかけをしました。その後、京都府・市・
商工会議所等が連携して、伝統産業が盛んで域内の97%が中小企業である、京都府と経済状況が似たトスカーナ州フィレンツェ市と
の相互の発展を目指して交流が進められることになりました。平成17年10月には、京都府とフィレンツェ市との交流会が京都迎賓館
で開催され、京都府から交流宣言が発表されました。それを受けトスカーナ州が山田知事を同州へ招聘、平成18年10月に経済交流協
定が締結され、トスカーナ州で開催される工芸品展への出展が具体化しました。
今回は、異業種で広くコラボレーションに取り組み、常に新しいことに挑戦し、また京都府のイタリア人デザイナー招聘事業にもか

かわったKyoohoo?!へ参加依頼があったものです。

Kyoohoo?!	フィレンツェ出展報告

フィレンツェ工芸品展参加への経緯

●出展の目的と成果
今回の展示会は、トスカーナ州の全面的な支援により、メイン

の場所に“京都ブース”として10小間のスペースを提供していた
だきました。Kyoohoo?!としては、イタリア国内のマーケティ
ングと販促だけでなく、ヨーロッパ市場に対する今後の足がかり
をつかむために“市場のリアクションをみる”という目的で出展し
ました。
展示会には、バイヤーの

方々は少なかったですが、多
くの一般客が夜遅くまで来場
し、大盛況でした。私たちに
とっても、最終的に商品を
買っていただく一般のイタリ
ア人消費者の反応や意見を直
接聞くことができたのは、今
後、事業展開するにあたり大
きな成果でした。
出展商品やブースの位置、来場者の質問等に対応できる体制な

どを整えたのが功を奏して、“京都ブース”には絶え間なくお客様

が来られ、しかもほとんどの
人が足を止めて何らかの商品
や展示物に見入っていたこと
から、集客数においても話題
性においても、主催者側から
とても良い評価をいただきま
した。
今回の展示会では商談件数は

少なかったものの、Kyoohoo?!
としては、各出展メンバーの商品に対する市場の反応が良いこと
で自信を深めており、今後、グループ内での連携を深め、イタリア
国内で築いたネットワークを広げるとともに、イタリアだけでな
くヨーロッパ市場を開拓していきたいと思います。

●来場者の反応　＜現地アテンド　内田 晃央 氏より＞
展示品としては注目に値する京都府所蔵の着物、西陣の額や橋

本光巖堂さんの屏風などの作品にも見入る人があり、作品に対す
る知識がなくても、それなりの関心があると感じました。
しかし、多くの来場者が足を止めたのは人形やバックなどのそ

展 示 会
搬入日	 平成19年4月12日（木）～13日（金）	 ２日間
会　期	 平成19年4月14日（土）～22日（日）	 ９日間　10：00～ 21：30
搬出日	 平成19年4月23日（月）	 1日間
場　所	 ITALIA	FIRENZE　バッソ要塞

出展概要
100㎡（京都ブースとしてKyoohoo?!が出展）
Kyoohoo?!メンバー企業８社出展
㈱井助商店（京漆器）、㈱木村桜士堂（京人形）、㈲谷口清雅堂（清水焼）、もとやま畳店（京畳）
㈱橋本光巖堂（京表具）、㈱小堀（京仏壇仏具）、舞衣夢（京和雑貨）、㈲丸益西村屋（京友禅）

＜約200商品展示＞
京都府
京都府所蔵の着物２着、西陣帯２本、織額１点

展示会場入口

京都ブース
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の場で買えそうな小物アイテ
ムなどでした。
来場者の一般的な反応とし

て、説明がいらず視覚に訴え
るだけで自分たちのマーケッ
トにはない“特別なもの”とし
て映るものに関心が集まって
いたようです。
漆器、清水焼などは、日本

の国や、陶器、クラフト自体
に興味のある人々などたくさ
んの人が足を止め、説明に聞
き入っていました。
京人形は、日本人が得意と

する“かわいさ”を表現してい
たせいか大変好評でした。仏
具は、“展示物”として天平厨子
や外陣香炉などへの関心が高
く、写真を撮っている人も多
くいました。
和雑貨については、柿渋トー

トバッグが女性に好評で、ま
た、ちりめんバック類の手軽
さとかわいらしさにも人気が
集まりました。金襴帆布バッ
クは、金襴素材のアクセント
に面白さを感じたせいか好評
でした。
畳については“健康によいと

聞いた”“アレルギー対策として”など、単なるインテリアとして
ではなく何らかの効果を期待している人が多くいました。
来場者が尋ねるのは、まずは価格でしたが、こういった人々か

らは、“高い”という意見はあまり聞かれず、“それだけ手が入って
いるからそこそこ値段もするだろう”とか“少し高いとは思うが良
さはわかる”というような意見が多かったと思います。

●他国との差異化
ヨーロッパ市場に進出する

場合に考えなければならない
問題は、中国やトルコなどで
作られるライバル商品との差
異化です。実際今年の1月に
訪問した※MACEFなどの展示
会にも、和食器やオリエンタ
ル風商品を取り扱う業者の出
展も少なくなく、見た目だけでは区別できないような商品を安価
で提供しているのが目立ちました。これらの商品のターゲットは、
品質よりは変わったもの、珍しいものとして、和風（オリエンタ
ル風）の雑貨や器がほしいと言う消費者であると思われます。高
品質と技術にこだわった日本製が、あえてこれらの商品と競争す
るよりも、本物志向もしくは人が持っていないものをほしいとい
う消費者をターゲットとして、商品をそろえ販売すれば、ある程
度の売上は期待できるのではないかと感じました。

※MACEF（マチェフ）
ギフト・インテリア・ハウスウェア・テーブルウェア・キッチンウェア・
文具を中心とした、イタリア最大の見本市。毎年２回、イタリアの
ミラノで開催される

主催者・現地スタッフ

京都府所蔵の着物、帯、織額

【お問い合せ先】 （財）京都産業 21 連携推進部
産学公・ベンチャー支援グループ

TEL：075-315-9425  FAX：075-314-4720
E-mail：sangaku@ki21.jp
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ジェトロ京都情報デスク貿易セミナー

最新の中国ビジネス事情とグローバル人材育成
主催：（財）海外職業訓練協会（OVTA）、（財）京都産業21	海外ビジネスチャレンジネットワーク（ジェトロ京都情報デスク）

2007年３月28日（水）京都府産業支援センターにおいて、「最新の中国ビジネス事情とグローバル人材育成」を
テーマに「ジェトロ京都情報デスク貿易セミナー」が開催されました。
永年にわたり中国でコンサルタント業務に携わってこられた（財）海外職業訓練協会（OVTA）の国際アドバイザー

の仙波慶子氏の講演と、OVTA大阪事務所	副所長	妹尾	勝氏のOVTAの取り組みについての説明がありました。

●中国における外国企業進出の現状
１．企業形態の変化：
これまでは労働集約型の生産企業が数多く設立されましたが、

製品の品質や生産技術の高度化等に伴い、世界的にも先進で一流
の設備や装置を導入する企業も増加しています。
また、中国を「世界の市場」としてとらえる卸売小売、貿易、サー

ビス等の「非製造業」の外資企業が増加しています。中国がWTO加
盟に伴い、04年12月に外資の卸売小売業（商業企業）の設立規制
を大きく緩和したことから、既に多くの外国企業が商業分野に進
出しています。
このような現状を踏まえると、生産分野では、技術の高い製品の

生産移転をいかにコントロールするか、商業分野では、現地生産を
前提として、いかに中国企業との差別化を図るか、ということがポ
イントになってくるでしょう。
２．選別誘致への方針調整：
以前は様々な分野の製造業を積極的に誘致していましたが、今

や中国側が進出企業を選別する段階に入っています。環境汚染、エ
ネルギー不足、土地政策の厳格な管理を踏まえ、更に、「単純加工か
ら高付加価値製品生産への移行」を目指して、製造業では、①ハイ
テクや高付加価値の製品、②環境保護、③省エネ、④土地有効利用
のプロジェクトを重点的に誘致する方向です。
３．内資・外資の待遇格差の縮小：
外資だけをあらゆる優遇の対象とする時代は終焉を迎え、今年3

月16日に公布された企業所得税法では、08年1月から、内資・外資
共に企業の基本所得税率を一律25％とし、税収減免・輸出奨励等
の政策は廃止するとしており、商業企業は33％から25％への税
率ダウンですが、生産型企業は軒並みアップとなります。企業や製
品がハイテク、環境保護、省エネ等の認定を受ければ税率を15％
とする、公布以前に設立された企業については５年間の移行期間
を設けて税率の調整を図る等の措置はありますが、いずれにせよ、
製造業の外資にとっては、従来のような好条件はもはや期待でき
なくなります。これに伴って一部企業では、予定していた事業計画
の見直しや新規進出の事業形態の見直しが必要となるでしょう。

●雇用問題
国外では、その国の人の気質を理解することが企業の雇用対策に欠

かせないポイントです。中国人と日本人は、外見はよく似ていますが、

OVTA国際アドバイザー
日中ビジネスサービス有限会社
仙波 慶子 氏

基調講演

「最新の中国ビジネス事情」
～雇用問題・ニセモノ対策等の実例～

プロフィール
奈良教育大学教育学部卒業。大手旅行代理
店・英語通訳・学校教諭等を経て、1995年より8
年間、中国上海市及び寧波市で外資系ホテル
勤務後、日中合弁機械メーカーの立ち上げに携
わる。その後、上海の大手日系コンサルティング
会社に勤務し、日本企業の中国進出について、
コンサルティングを行う。03年7月に帰国後、日中
ビジネスサービス（有）を設立。日本企業の中国
進出、対中ビジネスについて、全面的なサポート
を提供している。
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文化や歴史が異なるのですから、考え方や物事を行う作法、手法も異な
ります。中国人の多くに比較的よく当てはまる表現として、「個人実利
主義」という言葉があります。自己の発展のためにどれだけ利益がある
か、どう役に立つのか、というのが物事を図る重要なものさしのひとつ
であり、会社に対しても同様に考えます。現在の中国では、会社と社員
は基本的に契約で結ばれていますので、自己の発展のためには躊躇せ
ず転職する傾向が強く、終身雇用を基本とする日本とは事情が異なる
ことを理解しなければいけません。
従って企業は、①きっちりとしたルール・システムを構築して公平

性に基づく一方で、「貢献度の高い人」「不可欠な人材」には特に「実利」
を供する、②労働契約を適切に締結して共通の理解を構築する、③賞
罰制度を導入してインセンティブを刺激し、モラルの向上を図る等の
適切な対応を心がけましょう。
雇用の現状を見ると、現在中国政府は労働者保護の政策を打ち出

しています。昨年は大部分の都市で最低賃金の見直しがあり、一部で
は大幅に上昇しました。また、これまでの労働契約は、労働法に則り、
各都市で異なる条例を制定して運用されていましたが、国家統一の
「労働契約法」が年内には制定、公布される見通しです。

従って企業の注意事項としては、①雇用、賃金の年間計画をしっか
り立てること、②個人の労働契約の内容を充分明確にし、無用な紛争
を防止すること、③試用期間、契約満期前の査定を慎重に行い、契約継
続の可否を適切に判断すること、④社内制度（勤務評定を含む）を整備
すること、⑤賃金上昇が理由で移転を余儀なくされる場合は、転出地、
転入地の地元政府との連携を充分に図ること等が重要になります。

●ニセモノ対策―ニセモノ作りは地場産業？―
IT技術の発展や生産加工技術の向上により、現在中国で作られ

るニセモノや模造品の完成度は極めて高くなっています。政府が
撲滅キャンペーンを展開していますが、なかなか奏功せず、また企
業が独自にニセモノ業者を摘発しても、かかる費用や労力のわり
には罰則が低く効果が上がらない他、仮に裁判で勝訴しても判決
内容が履行されるとは限りませんので、企業は、特許・商標・意匠・実
用新案等、可能な範囲での登録を早期に手続する備えが必要です。
―最後に―
中国の法律や法規はまだまだ不明瞭な部分も多く、法律や政策

●グローバル人材育成の必要性
現在、中国製の商品は増えています。これから先、日本の人口は減少し

ていくでしょう。このまま国内だけの商売を考えていてもダメです。中国
やインド、ベトナム等に商品を出すということも中長期的には考えてい
かなければならない状況になると思います。そういった中で、中国に進出
したり、中国からの研修生を受け入れたり、あるいは中国の企業から技術
供与を求められたりするでしょう。これからは国境を意識することなく、
商売をしていかざるをえなくなります。
ビジネスがグローバル化していく中で、まだまだ社員（人材）の国際化

は遅れていると感じます。例えば、中国に進出する、中国と取引すると
いった時に、どれだけ中国のことを知っているのでしょうか。あるいは、
中国人の生活習慣を知っているのか。または、ビジネスコミュニケーショ
ン（日常会話、仕事上の基本的なやりとり等）はできるのかなど。実際に駐
在する際、これら諸事情の予備知識を持たないまま派遣される場合があ
り、問題が起きている場合が多々あります。

●支援制度
OVTAには、国際化人材の育成や外国人の受け入れ研修、総合的研

修施設の提供等７つの事業があります。
人材の国際化対応に関しては、海外での実務経験が豊かな国際ア

ドバイザー660人が研修支援等を行っています。例えば、海外進出に
あたって相手国の情報等の提供、海外現地企業での問題や課題に対す
る相談、海外業務担当者・派遣要員に対する研修、社員研修・国際化対
応研修等です。アドバイザーへの相談料は例外を除いてOVTAが負担
しますので、相談や研修は無料です。詳細はOVTA大阪事務所へお問
合せください。

OVTA大阪事務所副所長　妹尾 勝 氏

OVTAの紹介

「グローバル人材育成について」

も頻繁に変更されます。多様な変化に焦らず対策を立て、困難でも
あきらめずに粘り強く交渉し、「あれがダメなら次はこれ」と、常に
次の手段を用意しておく心構えが大事です。
皆様の事業のご成功とご発展をお祈り致します。

【お問い合せ先】 （財）京都産業 21
海外ビジネスチャレンジネットワーク

TEL：075-325-2075  FAX：075-315-9091
E-mail：jetro-kyoto@ki21.jp
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げんき交流KEIJI

2007年度 げんき交流KEIJI（京滋）開催

●精神統一的手法と心身統一的手法
本日の講演テーマのキーワードは“げんき”ということですが、私は「『げんき』

とは健康である」と解釈しています。日ごろこういった話をする時には私が作っ
た２つの「メンタルヘルスモデル」を使っています。一つは精神統一的手法。西洋
科学ではデカルトの心身二言論でいうと、心と体は別ものになります。西洋科学
である心理学を背景に、人間が持っている実力を100％出すためにはどうしたら
いいのか、という考えを元にプログラムを作りました。
もう一つは、心身統一的手法。人間というのはもっと無限の可能性があるだろ

うと常々考えていましたから、心と体を合体することにより、人間が持っている
潜在的エネルギーを顕在化させるようなプログラムを作りました。
これらのプログラムは、プロの選手と対応する中で、実験と検証を繰り返し、

一定の効果を実証することができました。この手法は「スポーツ選手だから」と
いった話ではありません。誰であろうが与えられた生命を完全燃焼させなければ
なりません。会社の経営者であれ従業員であれ、それぞれが各所で、生命を完全
燃焼させるにはどうしたらいいのか。基本的な部分は人間としての生き様ですか
ら、私はどなたも一緒だと考えています。ただ、提供するメニューは人それぞれ
違います。ここでは、心身統一的手法を紹介します。
●個々の力が集まって、全体の力になる
経営者、あるいは従業員として、それぞれ目標があると思います。しかし、そ

れは企業活動を行う中でのことであって、それよりも大きな枠組みとして人生の
目標が必要です。では、人生の目標とは何か。かみ砕いていうと、やはり『生き
がい』がなければなりません。昨今、若者が生きがいを持てないという状況があ
ります。生きがいが無いからやる気が出てこない。しかしながら不健康であると、
生きがいも出てきません。当たり前のことですが、健康というのは非常に重要で、
健康は『げんき』にもつながります。経営者は経営者として、従業員は従業員とし
て、皆がそれぞれの分担を支えあって社会を成り立たせるには、こういった個々
の人間力が必要になるのです。
●キーワードその１　『げんき』
『げんき』は健康の問題です。「健康はバランス」という考え方があります。どち
らかというと、東洋思想的な考え方ですが、本来人間は丸くあらねばなりません。
しかし、外部からの刺激（ストレス）がかかることで、凹んでいきます。そこでと

主催：（財）京都産業21	京都府異業種交流会連絡会議　共催：滋賀県異業種交流連合会

2007年３月20日（火）京都全日空ホテルにおいて、第24回京都府異業種交流会連絡会議総会に続き、「げんき交
流KEIJI（京滋）」が開催されました。
企業を取り巻く社会経済環境が大きく変化している中、企業が成長を遂げていくためには異分野の企業がもつ経

営資源を相互に活用しあう「異業種交流・新連携・産学連携」が重要な経営戦略の一つとなります。
そこで今回は、府県域を超えた出会いの場（広域交流）を創出し、異業種交流等の取組みを促進することを目的に、

滋賀県異業種交流連合会との交流を進めることとなりました。
当日は、びわこ成蹊スポーツ大学教授（現：聖泉大学人間学部学部長）の豊田一成氏の基調講演ののち、滋賀県異業

種交流連合会と京都府異業種交流会連絡会議の異業種グループから活動状況の発表がありました。

びわこ成蹊スポーツ大学教授
（現：聖泉大学人間学部学部長）・
滋賀大学名誉教授
豊田 一成 氏

基調講演

「企業が“げんき”になるキーワード」
～「将来ビジョン（目標の設定）」と「できる」という気持ち～

プロフィール
JOCオリンピック選手強化委員、横浜Ｆ・マ
リノス、東京ヴェルディなどのメンタル指
導。1994 ～ 95年サッカーユース日本代表
メンタルコーチ。94年～ 96年JOCオリン
ピック選手強化委員。日本スポーツ心理学
会認定メンタルトレーニング指導士。
イチロー選手、中村俊輔選手、小野伸二選
手をはじめ、様々な種目で活躍する数多く
のトップアスリートを指導。
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ても重要になってくるのが、自然治癒力。自然治癒力を高め、全体を丸くバラン
スを保つことが大事です。もう一つ重要なのは、人間集団の中でバランスをとる
こと。しかし最近は、自分さえ良ければいいという考えが多くなっています。
健康とは、「行く末にアテがあり、今が充実する」ことだと思います。ですから

健康でいるためには、①行く末に明るい見通しを立てる、②自分を好きになる、
③積極的・肯定的に前進する、これらのことを心がけましょう。
●キーワードその２　『目標設定』
人生の計画には５つの必要な計画があります。①身を立て（身計）②いかに生き

（生計）、③家庭を築き（家計）、④歳を重ね（老計）、⑤そして死を迎えるか（死計）。
これらを心計（心づもり）しておかなければなりません。
心の持ち方が人生を変えます。目標には、成功を求める（相手に克つ）「成績目標」

と、幸せを求める（自分に克つ）「熟達目標」があります。成績目標は失敗すると醜
いストレスになります。しかし、熟達目標での失敗は自省心とともに次へのエネ
ルギーになります。加えて、なりたい最高の自分になれたときの成就がさらに深
化と拡大に向かわせます。今や素晴しい選手となった米大リーグプレイヤーのイ
チロー選手は、目的や目標が常にしっかりとありました。
●キーワードその３　『「できる」という気持ち』
・心の特色
①人間の行動は観念にとらわれています。ですから、できると思うとできます
し、できないと思うとできないものなのです。身体（行動）は心の影なんです
ね。「○○したい」ではなく「○○する！」といっただけでも大きな違いになる
のです。

②わずかな心の動きが体を動かし、無意識に体を動かしていることもあります。
意識せずとも、心は行動に影響しています。ものの見方、考え方（捉え方）を
なおざりにしないようにしましょう。

・心の操り方
①何事もプラスに置き換える方法を身につける
悩みなし、ストレスなしの世の中はありえません。ストレスをどう乗り越え
るかは、人それぞれ。ストレスと上手に付き合えるようになりましょう。

②自己コントロール法
腹式呼吸しながら、内言やイメージングを繰り返します。
「できる！」「○○する！」と常に自分に訴えたり、何度もプラスの画像を頭
に思い浮かべたりすることによって、いい方向へと向かうことができます。
皆さんの『げんき』が、企業の『げんき』につながるのです！ご活躍を期待して
います。

滋賀県異業種交流連合会：カオス60	 会長　近藤 真琴 氏
（甲西高周波工業株式会社　代表取締役会長）

カオス60は、85年に異業種交流グループとして発足
しました。現在12名で構成されています。発足の翌年
にセラミック溶射による金属部品の技術を開発し、87
年にはイオン窒化の受託加工を始め、その利益を元にセ
ラミック溶射技術を武器にしたカオスハイテック協同組
合を設立しました。88年、融合化法ができ、当グループも適用を受け、延べ４
年間、助成金をいただき設備等を揃えました。この助成金を受けたことが今日に
つながったと思っています。92年に（株）カオスを設立。01年には新たに助成金
を受け、耐トラッキングプラグを開発。また、海外研修等の勉強会を行いました。
現在の営業品目は、イオン窒化の受託加工、セラミックプラズマ溶射の受託加

工、ガラスビーズによる精密ガラスエッチング加工です。滋賀県異業種交流連合
会の発展を目指し、精力的に活動しています。

京都府異業種交流会連絡会議：京都産業21	環の会（KSR）
食の事業化グループ　代表　斎藤 三映子 氏

（有限会社エスアールフードプロデュース　代表取締役）
05年に食の事業化グループの一つとして、異業種６

社で京都ネイチャー倶楽部を発足しました。本物の農業
と食について「知る」「考える」「作る」をキーワードに『「京
野菜の郷」の実現化を目指す！』が連携事業のコンセプト
です。京野菜の郷として、食文化の継承、農山村資源の
活用・保存、農業者と消費者が共感する場の提供・情報交換、食の安心安全、環境
問題（土を通して考える）、心身の健康（癒し）の全てを行うつもりです。
昨年は京野菜カフェを主催し、野菜農家と消費者の情報交換の場を提供するこ

とができました。今年は「農業を知ろう！」をテーマに「農業体験」企画を全４回行
います。先日行われた第一回は、参加者の皆様から好評を得ることができました。
これからの活動予定は、①京都近郊農山村に有機・無農薬「京野菜の郷」の候補

地を探す、②趣旨を伝えながら賛同者を募り活動の輪を広げ事業化を目指す！こ
とです。
皆様の協力があってこその活動です。ご賛同よろしくお願いします。

【お問い合せ先】 （財）京都産業 21 連携推進部
企業連携グループ

TEL：075-315-8677  FAX：075-314-4720
E-mail：renkei@ki21.jp

異業種グループの取組み発表
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「電子スピン計測に関連するトータルな頭脳集団」
京都の化学品精密合成企業である（株）三星(ミツボシ)化学研究

所の創業は大正6年で、今年でちょうど90周年を迎えます。大
正初期は国内染料工業勃興の時であり、創業者は当初染料の製造
を行なっていましたが、暫くしてから多くの染料の前駆体である
染料中間体のN,N-ジメチルアニリンの国産化に着手し、試行錯
誤の結果、工業的な製造が出来るようになり、以来この製品の専
業メーカーとしての地位を確立することが出来ました。またこの
N,N-ジメチルアニリンを中心とした芳香族アミン類の用途が染
料中間体に加えて、医農薬、写真薬、ゴム薬品、機能性色素、樹
脂硬化剤などの分野に拡大し、これに伴い、多くの類縁化合物を
製造品目として徐々に増加させることが出来ました。これら芳香
族アミン類は、いずれも当社の化学品の精密合成・精製技術によ
り優れた品質に仕上げることによって多くのユーザー様から好評
を得ています。
このように当社が永年蓄積してきました化学品の精密合成・精

製技術をベースに、京都工芸繊維大学田嶋邦彦教授をプロジェク
トリーダーとして共同提案した「抗酸化活性分析事業創設を目指
したバイオラジカル計測システムに関する研究開発」が財団法人
京都産業21の平成16年度産学公連携研究開発資金支援事業に
採択され、約3年間の事業期間中に京都工芸繊維大学内に設置さ
せていただいた、ESR関連試薬の合成に特化した小型回転バン
ド式精密蒸留装置およびバイオラジカル計測装置（ESR装置）を
基幹装置としてバイオラジカル計測システムを構築し鋭意研究を
進めてまいりました。その結果、電子スピン計測の全般に関わる
情報発信と技術交流の拠点として「スピンラボ」を創設するととも
に、研究成果の事業化を目指して電子スピン研究の専門家の協力
を得て、新会社「京都スピンラボ株式会社」を設立することが出来
ました。
近年、健康増進に関与する様々な機能性を提唱する食品、健康

補助食品、医薬品および化粧品などの健康関連市場の拡大には目
覚ましいものがあり、様々な新商品の効能と効果が連日のように
メディアに取り上げられ、それらの機能性は巧みに単純化され説

産学公連携

明されています。その結
果として機能性に関する
高度な専門用語が氾濫
し、その意味が誤用され
る事例も散見されていま
す。
例えば、「抗酸化活性」

と総称される機能性は、
活性酸素ラジカルを還元
的に消去して無毒化する
効率のことですが、これ
までには抗酸化活性の標
準的な分析法は確立され
ていません。抗酸化活性
の評価には、ラジカル種
を選択的に検出する計測
方法である電子スピン共鳴法が適していますが、この方法も残念
ながら抗酸化活性の標準的な定量分析法としての技術レベルには
到達していませんでした。それに対して、田嶋邦彦教授が試作さ
れた電子スピン計測システムは、抗酸化活性評価における信頼性
が高く、抗酸化活性を正確に定量評価する標準的な分析法になる
ことが期待されます。
カテキン等のフラボノイド類を初めとする植物由来有効成分

は、機能性食品素材として近年注目されて来ています。しかし、
このような生理活性物質の様々な機能性を研究レベルで明らかに
するには、分析化学、物理化学および構造化学などの専門知識と
高度な計測技術が必要です。
当社の基盤技術である電子スピン計測システムは、従来型装置

に比べて検出感度が高いだけでなく、ミリ秒オーダーの速い測定
が可能なため、抗酸化機構の解析に最適の機能を備えています。
当社顧問の向井和男愛媛大学名誉教授は、生体関連物質の抗酸化
活性機構解析の分野でのトップランナーです。当社は、生理活性

京都スピンラボ株式会社

小型回転バンド式精密蒸留装置：（株）三星化学研究所所有
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【お問い合せ先】 京都スピンラボ株式会社
606-0951　京都市左京区松ヶ崎橋上町１番地　京都工芸繊維大学内インキュベーションセンター　スタートアップラボ No.3
TEL&FAX：075-724-8811
E-mail：linfo@kyoto-spinlabo.com  HP URL：http://www.kyoto-spinlabo.com

物質の抗酸化活性を従来法で単純に評価するのではなく、学会発
表に相当する高いレベルでの抗酸化活性の評価と反応機構解析を
行うことができます。
また、電子スピン共鳴装置の測定対象は極めて広く、先述の植

物由来有効成分のみならず半導体、高分子材料、塗料、塗膜、鉱
物、生体組織あるいは触媒などに及び、その詳細な解析と議論は
電子スピンサイエンス学会（SEST）あるいはESR応用計測研究
会等で盛んに議論されています。これらの素材試料は極めて複雑
な電子スピン共鳴スペクトルを与えるため、その解析には高度な
学識が求められます。当社開発部長の山内淳（京都大学名誉教授）
は素材のESR解析に関する多くの専門書を執筆されているほど
の第一人者であり、いかなる測定方法および結果に対しても理論
的解析と評価に関する解釈を行う体制が整っています。
当社は田嶋教授を初め、向井名誉教授、山内名誉教授などの専

門分野の方々の豊富な経験と知識を活かし、医薬品、食品および
関連素材の抗酸化活性評価に関する研究、有機・無機材料および
素材の電子スピン共鳴法による評価に関する研究を受託させてい
ただきます。当社の受託研究は、単なる受託測定ではなく、測定
対象試料のプロファイルをご依頼元様と十分な打ち合わせを重
ね、最適な測定条件および測定方法などのプロトコールを提案し、
その上で実際の測定を行ない、得られた結果を元に十分な解析を
加えて報告書として作成提出させていただきます。このため、ご
依頼元様の機密部分についても抵触することが避けられません
が、基本的に秘密保持契約締結を前提とさせていただきます。
また、（株）三星化学研究所の基盤技術を活かしたスピンプロー

ブ、スピントラッピング剤など電子スピン計測関連試薬の開発を
実施してきており、これらの試薬の蒸留精製に不可欠なメタルフ
リーの小型回転バンド式精密蒸留装置を駆使した試薬製造と販売
を行ないます。これらESR関連試薬以外につきましても別途合
成も受託させていただきますので、お気軽にご相談ください。
また、電子スピン共鳴装置の付属装置および制御・解析システ

ムの開発を行い、電子スピン共鳴装置本体も含めて販売も行ない
ます。更に電子スピン共鳴法分野の拡充を図るために電子スピン
共鳴法の基礎理論と計測技術に関する講習・実習会開催も行ない
ます。

◇組織の概要
1.	名　称　京都スピンラボ株式会社
2.	設立日　平成18年10月30日
3.	事務所　京都市左京区松ヶ崎橋上町1番地
4.	資本金　300万円
5.	役　員　代表取締役

三宅　隆敏（（株）三星化学研究所　取締役）
研究統括部長
田嶋　邦彦（京都工芸繊維大学教授）

開発部長
山内　淳　（京都大学名誉教授）

顧問
向井　和男（愛媛大学名誉教授）

バイオラジカル計測装置

〔設置装置写真〕所有者：（株）三星化学研究所
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けいはんなインキュベーション入居企業紹介

【お問い合せ先】 （財）京都産業 21 けいはんな支所 TEL：0774-95-5028  FAX：0774-98-2202
E-mail：keihanna@ki21.jp

有限会社キャトルアイ・サイエンス
代表取締役社長　上島　豊 氏
所在地●	京都府相楽郡精華町光台1-7けいはんなプラザ・

ラボ棟５階
TEL/FAX●050-3356-9006
ＵＲＬ●http://www.i4s.co.jp　
業　種●	研究支援システム事業、映像機器事業、教育・エ

ンターテイメント事業

◆	社長のプロフィールについて
私は、日本原子力研究開発機構での約10年間の研究活動を経

て、平成18年に創業しました。原子力機構では、光科学の理論・
シミュレーション研究に取組む一方、研究所の情報システム開発、
スーパーコンピュータの導入等にも携わりました。また、医学、
航空、防災、バイオ、ナノ、情報、教育、芸術など様々な分野と
の共同研究に加えて、職場の活動以外にNPO活動へ参画し、様々
な企業・研究者等との異業種交流も企画、運営してきました。
会社名には、感動と匠を創造する人々を技術面から支援してい

きたいという願いを込めています。“キャトル”は、フランス語で
“4”を表し、“アイ”とは、inspiration（感性）、intellect（知性）、
information（情報）、innovation（革新）の頭文字の“ｉ”を意味
しています。情報技術を活用し、感性と知性に革新を起こし、我
国における研究開発という知識労働の生産性向上・競争力の強化
を支援していきたいと思っております。

◆	創業の動機と企業概要について
研究所で研究開発のシステム化に取組んでいる中で、「日本にお

ける研究開発のスピード化およびQC/QAの必要性」と「そのため
の支援システムを望む各研究機関等からのニーズ」を実感しまし
た。また、研究開発分野は、実際に研究経験があった者でないと、
きめ細やかなシステムニーズを捉えきることが難しく、ステレオ

タイプな大企業での対
応では困難であり、自ら
が考案した研究開発支
援システムを発展させ
れば市場開拓の余地が
あると思いました。
創業１年を経過しまし

たが、大学や公的研究機関等からの反応は予想以上によく、高エ
ネルギー加速器研究機構、宇宙航空研究開発機構、防災科学技術
研究所、大阪大学などに複数のシステムが導入されました。今後、
1、2年を目標に民間の研究開発部門への進出も計画しております。
創業当初は、研究開発支援システムの具体的ニーズがどこまで

拡がるかつかみきれず、より確実な収益源として研究所時代に共
同開発したポータブルバーチャルリアリティ装置や独自開発した
オーロラスクリーン等の開発・販売に力を入れました。
しかし、データベース化、自動化、トレーサビリティ等を含む

包括的な研究開発支援機能の評価が高まり導入実績が積重なると
ともに、現在はこの分野に注力しています。

◆	会社の将来像について
研究開発支援システムにおいては、現在オンリーワン企業と自

負しており、導入実績のPRを強化しながら業績を拡大していきま
す。現在、取引先は大学や大規模研究機関が集中する首都圏が多
いのですが、関西の大手企業にも納入しており今後は関西方面を
本格的に開拓していきたいと思います。
ITを活用した業務管理、生産性向上システムとしてERPやSCM

が普及していますが、研究者の自主性の発揮と研究開発のスピー
ド化を両立させるR＆Dマネジメントシステムのリーディングカン
パニーとして成長していくつもりです。

「Ｒ＆Ｄのシステム化・効率化を支援する研究所発ベンチャー」
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お客様相談室事例紹介

WEEE指令：一般に“ウィーしれい”と呼ばれる。Directive of the European Parliament and the Council on 
Waste Electrical and Electronic Equipment

RoHS指令：一般に“ローズしれい”と呼ばれる。Directive of the European Parliament and the Council on the 
Restriction of Certain Hazardous Substances in Electrical and Electronic Equipment

相談事例：WEEE指令とRoHS指令 について

【お問い合せ先】 京都府産業支援センター
お客様相談室

TEL：075-315-8660  FAX：075-315-9091
E-mail：okyaku@ki21.jp

今回は昨年春頃より相談が増えているEUの「WEEE指令」と「RoHS指令｣について概説します。
WEEE指令は、『廃電気電子機器（Waste	Electrical	and	Electronic	Equipment）に関する指令』で、1998年4月に、国により異な

る廃電気電子機器の無償回収やリサイクル義務をEU全体で統一する目的で提案されました。
その背景には、廃電気電子機器が急増し、その多くが有害物質（水銀、鉛、カドミウムなどの重金属）に対する適切な前処理なしに処

分されていたという大変な危機感がありました。
法案はEU内の議会と理事会で審議・検討された結果、運用上の技術的理由などから、2000年6月に「WEEE指令」と「RoHS指令｣と

に分離され、2003年2月に正式に発効となりました。適用製品範囲などは両指令一体として運用されています。
対象となる電気電子機器（EEE）とは、『電流または電磁界に依存する機器であって付属書IAのカテゴリーに属するもので、かつ、交流

1,000ボルト、直流1,500ボルトを越えない定格電圧で使用されるよう設計され、電流、電磁界を発生、伝導、測定するための機器』
です。
具体的には、家電、照明機器、玩具、医療機器など10のカテゴリーが規定されています。

「WEEE指令」は、廃電気電子機器の環境や安全に対する予防が目的で、リユース・リサイクルできるように第4条（設計、生産）、第5
条（分別回収）、第6条（処理）、第7条（再生）等が規定されています。
いわば、日本の家電リサイクル法に相当する法律とも言えます。
そして、「RoHS指令｣［電気電子機器に含まれる特定有害物質の使用制限に関する欧州議会及び理事会指令］は、リサイクルが容易に

なるように、また埋め立てや焼却処分される時に人と環境へ影響を与えないようにするために、電気電子機器への特定有害物質含有禁
止を目的としています。
「RoHS指令｣で規定する特定有害物質は以下の六物質群です。
① 鉛　② 水銀　③ カドミウム　④ 六価クロム　⑤ PBB（ポリ臭化ビフェニール）　⑥ PBDE（ポリ臭化ジフェニルエーテル）

2006年7月1日以降に上市（販売）される電気電子機器（EEE）には、これら特定有害物質を基準値（最大許容濃度）以上含有させない
よう規定されています。
このような動きはEUに留まらず、アメリカや中国など世界各国で法規制の準備が進められています。
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設備貸与制度

京都産業21が設備投資を応援します！

企業の皆様が必要な設備を導入する場合に、その設備を財団が代わってメーカーやディーラーから購入して、そ
の設備を長期かつ低利で割賦販売またはリースする制度です。
詳しくは、設備導入支援グループまでお問い合わせください。

連帯保証人は、原則1名で申込みを受付けます!

〈ご利用のススメ〉
■	信用保証協会の保証枠外、金融機関借入枠外で利用できるので、運転資金やその他の資金調達に余裕がで
きます！

■割賦損料率・リース料率は固定なので、安心して長期事業計画が立てられます！

区　　分 割賦販売 リース
原則、従業員20人以下（ただし、商業・サービス業等は、５名以下）の企業ですが、最大50名以下の企業も利用可
能です。その場合、一定の制限がありますので詳しくはお問い合わせください。
[事業実績が１年未満の場合は、原則として商工会議所、商工会、商工会連合会の経営指導員による経営指導を６ヶ
月以上受けていることが条件になります。]
機械設備等（土地、建物、構築物、賃貸借用設備等は対象外）　新品に限ります。
リースの場合は、再販可能なものに限ります。（オーダー製品、構造物に付随するもの等は対象外）
事業実績が１年以上あれば100万円～6,000万円／年度まで利用可能です。
[事業実績が１年未満の場合は、50万円～3,000万円／年度]
７年以内（償還期間）
（ただし、法定耐用年数以内）

３～７年
（法定耐用年数に応じて）

年2.50％
（設備価格の10％の保証金が契約時に必要です）

3年2.990％　4年2.296％
5年1.868％　6年1.592％
7年1.390％

■	原則、法人企業の場合は、代表者１人（年齢が満70歳以上の場合は、原則後継者を追加してください）
個人企業の場合は、申込者本人を除き1人でお申し込みいただけます。

■なお、審査委員会で、追加連帯保証人・担保を求められることがあります。
審査委員会は、原則月１回開催しています。
当月15日までにお申し込みいただくと翌月の審査委員会に上程します。
お申し込みから設備導入日（契約日）まで約50日かかります。（お急ぎの場合は、ご相談ください）

対 象 企 業

対 象 設 備

対象設備の金額
（消費税込）

割 賦 期 間 及 び
リース期間

割 賦 損 料 率
及び

月額リース料率
連 帯 保 証 人

設 備 導 入 時 期

※割賦損料率（金利）及び月額リース料率は、金利情勢に応じて見直しますので、詳しくは財団にお問い合わせください。
　なお、契約後の料率の見直しはありません。（固定金利）
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お客様
の　声

あらゆる板金加工を一手に担う
新しい機械で立体形状の加工にも着手

田中金属工業株式会社
代表取締役　田中 宏 氏
所在地●京都市南区久世築山町377番地の9
ＴＥＬ●075-921-4622
ＦＡＸ●075-934-6793
業　種●精密板金加工

●創業からの沿革
当社は、私の父が昭和８年に大阪で創業したのが始まり

です。その後、昭和23年に滋賀県大津市で田中金属工業株
式会社を設立し、プレス加工を請け負ってきました。現在
の久世工業団地に移転したのは昭和39年。やがてプレス加
工は海外でも安価に量産されるようになり、またお客様の
ニーズも多品種少量生産となったことから、昭和50年頃か
ら個別の加工が可能な精密板金加工へと移行しました。
現在は、医療機器用の精密板金加工をはじめ、各種溶接

加工やフレーム加工、加工後の塗装・メッキなどの表面処理
まで行っています。

●京都の板金屋として
私どもはこの業界で「板金屋」と呼ばれますが、京都には

板金屋が多いですね。しかも一つの会社で、すべての加工
を行うのが特長だと思います。パンチング、レーザ、曲げ、
溶接などの各加工を分業されている地域も多いようですが、
京都の板金屋は大体一社で担います。京都のお客様が求め
る多品種少量生産を短納期で仕上げるには、一社で何もか
もできた方が融通がきくからでしょう。
このため当社は、この度「炭酸ガス二次元レーザ加工機」

を導入しました。以前から使っていたパンチ・レーザ複合加
工機が老朽化し、次にどんな機械を導入しようか思案して

いましたが、複合機にはこだわらず汎用性のある機械を選
びました。
というのも最近、加工済みの製品を持ち込まれることが

あり、それに対応するには立体形状のモノを加工できない
といけません。
今回導入したレーザ加工機なら立体加工が可能ですし、

厚い板が速くきれいに切断でき、精度もあがります。複合機
の方がレーザと成形、打ち抜きが1台で効率よく加工できる
品物もありますが、融通がききお客様の多様なニーズに応
えるために、あえて使い勝手のいい機械を選択したのです。

●貸与制度を初めて利用
今回初めて（財）京都産業21の設備貸与制度を利用させて

いただきました。以前は久世工業団地の組合単位で国や府
の融資制度を利用していましたが、設備の切り替えに各社
の足並みがそろわなくなったので独自に制度を利用するよ
うにと組合から京都産業21を紹介されたのです。
この貸与制度は「とっつきやすい」という印象ですね。こ

れまでの国や府の融資制度では申し込んでから融資を受け
るまで長い期間かかっていましたが、今回は素早く対応し
ていただいたので、短期で手続きを完了することができま
した。固定金利も安心ですし、金融機関の借入枠が確保で
きることもメリットです。
新たに導入した機械は今後、金属板以外を加工する可能

性も視野に入れてフル活用していきたいと考えています。

【お申し込み・
お問い合せ先】 （財）京都産業 21 事業推進部 設備導入支援グループ TEL：075-315-8591  FAX：075-323-5211

E-mail：setubi@ki21.jp

▲ 新しく導入された「炭酸ガス二次元レーザ加工機」
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京都発！我が社の強み

開発指向で独立
株式会社島津製作所の協力工場と

して昭和30年に創業した杉原精機
製作所の中で、大企業では採算の合
わない特殊なものを手掛ける開発グ
ループができました。そして、その
開発部門で独立しようということに
なり、当時の８名のメンバーで、昭
和42年２月に株式会社大日本科研

を設立しました。
ただの精密機械や、その制御系などという装置づくりは

何処でもできます。当社はちょっと違う、毛色の違うもの
をつくっていこうと、光学技術を取り入れたものをやって
きました。当社では、オプトメカトロニクスという表現を
させていただいています。オプトというのは光です。メカ
は機械のことで、それに制御系のエレクトロニクスを組み
合わせた言葉です。その中でも特殊なものというのが、半
導体用露光機でした。露光機は、半導体や液晶パネルの基
板の作製等に用いられます。「フォトレジスト」と呼ばれる感
光剤を塗布したシリコンやガラスなどの基板上に、焼き付
けたいパターンを書き込んだ「マスク」と呼ばれる遮光材を
通じ均一平行光を照射します。半導体ウエハでは、露光し
たあと感光した部分を化学的に腐食（エッチング）させ、リ
ンなどの不純物を打ち込むことにより半導体素子を形成し
ます。
半導体用には精度が必要であり、光を縮小するために国

内光学機器メーカーの投影レンズを使用していました。し
かし、その光学機器メーカーがレンズだけでなく、ステッ
パーという縮小投影型露光装置をつくりはじめ、当社を含
めた競合する会社にレンズを供給しなくなりました。海外
からレンズを輸入したり、他の国内メーカーの製品を使用
したりしましたが、海外からは納期が守られず、他の国内
製品も十分なものではありませんでした。このように対応
に苦慮しているときに、液晶画面用露光機の需要が出てき
たのです。

FPD 用露光機へ転換
液晶の画面は次第に大きくなり、大型化が必要になって

きました。また、カラー化に対応するために、多層焼きが
必要になり、重ね合わせの精度アップが求められるように
なってきました。これらに対応するため、当社では、大型

ミラー光学系を駆使した平行光による大面積照射、独自の
光学設計を駆使した光学系レイアウト、独自のレンズ光学
系による高照度均一照射を可能とする技術の開発・研究に取
り組みました。これらの先進的・独創的な開発・研究が、大
面積照射・均一照射・高精細・高照度を可能とし、これらが当
社の強みとなっています。
しかし、液晶画面用露光機も大型化とともに高精度が求

められるようになり、第六世代以降は対応が困難になりま
した。そのようなとき、Ｍ社からPDP用露光機の受注をい
ただきました。PDP用露光機は液晶画面用ほどの微細化は
求められずに、大型化への対応を求められており、当社の
特徴を活かすことができます。また、次の注文をいただけ
ることを前提に開発をすることができましたので、大型化
に伴う投資も可能でした。今ではＭ社の工場へ私どもが露
光機を一手に納入しており、当社の主力製品となっていま
す。大型化に対応するため、マスクを縦にすることにより、
マスクのたわみを少なくした縦型の露光機を開発するとと
もに、PDP用大型露光機の専用工場として、平成17年に
は京都市伏見区横大路天王後に横大路工場を開設しました。
現在では、42インチのパネルが１枚の基板で８枚とれる８
面取りの露光機の製作も可能となっています。
PDPは液晶パネルと同様に、大型化、数量の伸びが予測

されています。Ｍ社はPDPを製造する工場を増設予定であ
り、今後の受注増に期待しています。
また、有機EL（エレクトロ・ルミネセンス）は、バックライ

トが不要なため薄型化が可能で、次世代のディスプレイと
して注目されています。画面表示のシステムは変わっても、
基板をつくる技術は変わりません。当社では、この有機EL
用露光機も生産しています。更に、Ｃ社とＴ社が合弁会社
を設立して開発しているFED（表面伝導型電子放出素子ディ
スプレイ）用の露光機も当社が担当しています。

新たな展開
MEMS（Micro	Electro	Mechanical	Systems：微小電

気機械システム）とは、半導体プロセス技術を用いて基板上
に電子回路と機械機構を融合させた微細な立体構造からな
るシステムです。一般的な半導体デバイスとの違いは構造
が立体的であって可動部を有するという点です。現在、製
品として市販されている物としては、インクジェットプリ
ンタのヘッド、圧力センサー、加速度センサー、ジャイロ
スコープ、DMD（プロジェクター）などがあります。市場規
模も拡大しつつあり、応用分野も多岐にわたるため期待さ

露光機の技術を活かして次々に新展開！
株式会社 大日本科研

今回は、PDP（プラズマディスプレイパネル）をはじめとするFPD（フラットパネルディスプレイ）用の露光機を
メインに製造し、大画面照射・均一照射・高精細・高照度を可能とする先進的・独創的な技術により、テレビ画面等の
大型化に対応し、業績を伸ばしている株式会社大日本科研の岡本社長にお話を伺いました。

代表取締役 岡本 光三 氏
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【お問い合せ先】 京 都 府 中 小 企 業 技 術 セ ン タ ー
企 画 情 報 室

TEL：075-315-9506  FAX：075-315-1551
E-mail：kikaku@mtc.pref.kyoto.lg.jp

DATA
株 式 会 社  大 日 本 科 研

代表取締役 岡本 光三 氏
所 在 地　〒617-0002 京都府向日市寺戸町久々相1番地
設 立　1967年（昭和42年）2月
資 本 金　5000万円
従 業 員　150名（2006年４月現在）
事業内容　	FPD（フラットパネルディスプレイ）用露光機をメインに

精密機器、光学機器、計測器、理化学機器の設計･製作･販売
T E L　075-922-1146
F A X　075-931-9058
U R L　http://www.kakenjse.co.jp/

センター活用方法

京都府中小企業技術センターでは、昨年の
11月にホームページをリニューアルしまし
た。

http://www.mtc.pref.kyoto.lg.jp/
アクセシビリティ（高齢者や障害者を含む広

範な人の利用のしやすさ）、ユーザビリティ（使
いやすさ）の向上を目指して、入り口を整理し
て項目別にするなど、皆様の求める情報への
アクセスを容易にすることで、初めて訪れる
方にも、また何度も訪れていただいている方
にとってもより使いやすく、かつ分かりやす
い構成となっています。
技術を中心とした各種支援業務やサービス

の内容をはじめ、主催セミナーや研究会、京
都経済・産業に関する動向などの情報について
ご案内しています。
今後とも、新たな情報を発信し、皆様のニー

ズにお応えできるサイトとなるよう努力して
参りますので、是非ご活用ください。
	また、ご意見・ご要望等ございましたら、以

下のアドレスにて、お聞かせください。
sogo@mtc.pref.kyoto.lg.jp

ホームページの紹介ホームページの紹介

れる市場は大きいと思われます。当社では、田畑教授を中
心とした京都大学との共同開発により、「移動マスクUV露光
法による厚膜レジストの三次元微細加工技術」を実現し、
MEMS用露光機を開発しました。京都大学の知財の活用に
よる新たな展開です。
また、昨年の7月にアメリカの半導体開発ベンチャーの

ボールセミコンダクター（テキサス州、石川明人社長）とマ
スク不要の回路露光装置（マスクレス露光機）の製造・販売会
社を共同で設立しました。この装置は、半導体レーザー光
を反射し、直接回路を焼き付けるため、マスクが不要で、
コストが大幅に節約できるほか、短納期にも対応しやすい
とのユーザー評価の高い技術です。これも、ボールセミコ
ンダクターの描画技術という知財を活用した新たな展開で
す。

企業の継承
今後、企業を継承していくためにどうしていくかが大切

です。今度はこれを開発していこうといっても、中小企業
では成功例が少なくなっています。やはり、お客様からこ
ういうものができないかとか、何かの縁があってとかとい
うところから、露光機のコア技術を活かして展開をしてい

きたいと考えています。この様な意味でもＭＥＭＳ用露光
機やマスクレス露光機も上述のとおり当社の露光機技術の
新たな展開の一つです。
また、製造業の基本である加工技術を忘れないために、

汎用機械を設置して、少しの手直しなら自社の加工部門で
対応をしています。
今は技術が急速に変化しています。業界は伸びていても、

自社はついていけないということがありえます。いつもそ
れを危機に感じて、情報を収集･吸収し、従業員のスキルアッ
プを図るとともに、他社から優秀なエンジニアを確保した
りしています。今後も当社を伸ばしていきたいし、継続し
ていきたいと思っています。
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ご相談ください、ハイテク技術巡回指導ご相談ください、ハイテク技術巡回指導
京都府では、府内の中小企業が、創造的･先駆的な技術開発や製品開発等に取り組む中で起こる様々な技術的課題

を解決するために『ハイテク技術巡回指導事業』を実施しています。
ご相談いただいた内容に応じて、無料で下記の特別技術指導員や大学教授などの専門家が、新規技術の導入や対象

分野の最新動向、製品開発における課題の早期解決に向けて助言･指導を行います。随時受け付けていますので、お
気軽にご相談ください。

【お問い合せ先】 京 都 府 中 小 企 業 技 術 セ ン タ ー
基 盤 技 術 室 化 学・環 境 担 当

TEL：075-315-8633  FAX：075-315-9497
E-mail：kiban@mtc.pref.kyoto.lg.jp

ハイテク技術巡回指導

ご相談ください、ハイテク技術巡回指導

平成19年度京都府中小企業特別技術指導員一覧 （43名）
(順不同、敬称略)

専 門 分 野 氏 　 名 所 　 属

電子工学 窪田　規　 （株）日本工業技術開発
研究所	代表取締役

電気工学 雨谷　昭弘 同志社大学工学部	
教授

電波工学・信号処理 佐藤　亨　 京都大学大学院情報学
研究科	教授

電子応用計測 竹村　孝爾
京都工芸繊維大学大学
院工芸科学研究科
准教授

高周波回路 中島　將光 （元）京都大学	助教授

高周波・電子デバイス 秋山　正博
京都工芸繊維大学大学
院工芸科学研究科	
教授

光計測 北野　正雄 京都大学大学院工学
研究科	教授

光デバイス 森本　朗裕 立命館大学理工学部
教授

光材料加工 吉門　進三 同志社大学工学部	
教授

機械設計
（3次元CAD） 筒井　真作 キャディック（株）

代表取締役

機械要素 久保　愛三
クボギヤテクノロジー
ズ	所長、
京都大学	名誉教授

機械加工 松原　厚　 京都大学大学院工学
研究科	教授

精密機械加工 垣野　義昭 垣野技術研究所	所長、
京都大学	名誉教授

塑性加工 山口　克彦 京都工芸繊維大学
名誉教授

マイクロ加工 杉山　進　 立命館大学COE推進
機構	特別招聘教授

無機材料（ガラス） 山本　徳治 （元）（社）大阪硝子工業
会	技術顧問

窯業 浅見　薫　 （元）京都市工業試験場
場長

高温反応工学、
セラミックス化学 石田　信吾 京都工芸繊維大学

名誉教授

無機材料（ガラス） 大田　陸夫 京都工芸繊維大学
名誉教授

鋳造 小林　武　 関西大学化学生命工学
部	教授

金属材料（熱処理、表面改質、
粉末冶金、塑性加工等） 赤松　勝也 関西大学化学生命工学

部	教授

表面処理 粟倉　泰弘 京都大学大学院工学研
究科	教授

専 門 分 野 氏 　 名 所 　 属

センシング・生産技術
（開発企画） 平野　正夫 リサーチデザイン研究

所	所長

化学（塗装） 櫻庭　寿彦 櫻庭技術士事務所	
所長

化学（光触媒） 安保　正一 大阪府立大学大学院
工学研究科	教授

環境工学 宗宮　功　 龍谷大学理工学部	教
授、京都大学	名誉教授

環境工学 武田　信生
立命館大学	エコ・テクノロ
ジー研究センター	センタ
ー長、京都大学	名誉教授

環境計測 川崎　昌博 京都大学大学院工学
研究科	教授

応用微生物 小田　耕平 京都工芸繊維大学　
名誉教授

食品 谷　吉樹　 京都学園大学バイオ環
境学部	教授

食品 北畠　直文 京都大学大学院農学
研究科	教授

食品（生物物理化学） 高橋　克忠
微生物計測システム研
究所	代表、大阪府立
大学	名誉教授

食品 早川　潔　
（元）京都府中小企業総
合センター	研究開発
課長

情報科学 湊　小太郎
奈良先端科学技術大学
院大学情報科学研究科
教授

情報工学 杉浦　司　 杉浦システムコンサル
ティング・インク

画像工学・コン
ピュータ法工学 藤田　和弘 龍谷大学理工学部

准教授

人間工学 西村　武　 京都工芸繊維大学
名誉教授

工業デザイン 吉田　治英 （株）ＧＫ京都	取締役
社長

工業デザイン 櫛　　勝彦
京都工芸繊維大学大学
院工芸科学研究科	
准教授

プロダクトデザイン 塚田　章　 京都市立芸術大学美術
学部	教授

プロダクトデザイ
ン・工芸 佐藤　敬二 京都精華大学デザイン

学部	教授

グラフィックデザイン 鈴木　佳子 京都女子大学短期大学
部	教授

工業所有権 間宮　武雄 間宮特許事務所	所長
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製品開発支援セミナー

平成１９年度製品開発支援セミナーの開催について
経済のグローバル化など産業構造の変革が進み、製造業のものづくり能力・技術開発の向上を図り、新製品･新技

術開発を促進することが今までにもまして重要となっています。
当センターでは、新製品･新技術開発に利用できる各種の分析･加工機器を多数設置しており、府内の中小企業等

の製品開発に積極的に活用していただけるよう「製品開発支援セミナー」を開催いたします。

CAD/CAM/CAE コース
番号 日　　時 取扱機種 内　　容
1
2
3
4

7月17日(火)	13：30～ 16：00
7月18日(水)	13：30～ 16：00
7月19日(木)	13：30～ 16：00
7月20日(金)	13：30～ 16：00

３次元CAD（thinkdesign）
３次元CAD（CoCreate	One	Space	Modeling）
３次元CAM（edgeCAM）
３次元CAD/CAE（COSMOSWorks）

Thinkdesign 等のソフトウェアの基本的な操作方法習得するCAD/
CAM/CAEの体験実習
（年間通じて実施、今年度２回目）

食品分析コース
番号 日　　時 取扱機種 内　　容
5 7月12日(木)	13：30～ 16：30 高速液体クロマトグラフ 装置の原理・用途の説明、実サンプルの分析実習

環境試験コース
番号 日　　時 取扱機種 内　　容
6 7月　4日(水)	13：30～ 14：30 ★冷熱衝撃試験機 装置の原理・用途の説明及び操作実習

材料分析コース
番号 日　　時 取扱機種 内　　容
７
８
◇９
10
11

7月18日(水)	 9：00～ 12：00
7月18日(水)	13：30～ 16：30
7月20日(金)	13：30～ 16：00
7月20日(金)	 9：00～ 12：00
7月 5日(木)	13：30～ 16：00

レーザー回折式粒度分布測定装置
示差熱・熱重量測定装置
X線回折装置
蛍光X線分析装置
フーリエ変換赤外分光分析装置

測定原理及び試料調整法の説明並びに粒度分布測定
測定原理及び試料調整法の説明並びに材料分析
測定原理及び試料調整法の説明並びに材料分析
測定原理及び試料調整法の説明並びに材料分析
測定原理及び操作実習

表面解析コース
番号 日　　時 取扱機種 内　　容
12
13

◇14

◇15

7月13日(金)	13：30～ 16：00
7月13日(金)	10：00～ 12：00

7月 3日(火)	13：30～ 16：30

7月 6日(金)	13：30～ 16：30

電子線マイクロアナライザー
★走査電子顕微鏡

走査型プローブ顕微鏡（AFM）

X線光電子分析装置（XPS）

測定原理及び操作概要説明（メーカー講師）
測定原理及び操作概要説明（メーカー講師）
AMFによる表面観察を電子顕微鏡等と特徴を比較しながら、測定原理
及び基礎的操作方法について講習
めっき・蒸着表面の解析事例を中心に測定原理及び基礎的操作方法につ
いての講習

電磁波シールド・吸収材料コース
番号 日　　時 取扱機種 内　　容

16 7月26日(木)	13：30～ 16：30
ネットワークアナライザ等を用いた
実習

KEC法、フリースペース法によるシールド特性測定（10MHz～
110MHz）、材料定数測定（1GHz～ 15GHz）

コンテンツビジネス基礎コース
番号 日　　時 内　　容

17

18

7月 3日(火)	10：00～ 16：00

7月10日(火)	10：00～ 16：00

【DVD-Video制作コース】　これから業務でDVD-Video制作をされる方、始めて間もない方々を対象に、業務
仕様と民生仕様の違い、知っておきたい基礎技術、陥りやすいトラブルなど、DVD-Videoの仕組みを理解す
る為の講習と共に、実際のオーサリング作業を通してDVD-Video制作に必要な基礎技術を総合的に学ぶ
【簡易デジタル映像制作コース】　ブロードバンド時代に対応したコンテンツとして、新たに動画映像をホーム
ページ制作に取り入れたい等、デジタル映像の仕組みや、ビデオ撮影から民生機器の活用まで、基礎的な映像
制作を学びたい方々を対象に、安さと手軽さにポイントを置いた、簡易映像制作について、説明と実習を行う

若手技術者教養基礎コース
番号 日　　時 内　　容

◇19

◇20

◇21

7月 9日(月)	13：30～ 16：30

7月17日(火)	13：30～ 16：30

7月 6日(金)	10：00～ 12：00

【知的財産基礎】　生産・開発部門の技術担当者向けに、知的財産法の基礎を事例を交えながら講習（講師：京都
府知的財産総合サポートセンター　特許流通アドバイザー　田所義雄氏）
【工業デザイン基礎】　使い手は製品のどこに魅力を感じるか、そのために盛り込まなければならない機能や改
良点はどこか等、工業デザインの基礎的なノウハウについて説明
【金属材料基礎（鉄鋼材料、めっき）】　新たに関連業務に就いた方等初心者向けに基礎知識とその評価方法につ
いて講習

（注）１　番号の欄に◇があるものは定員１０名です。その他は５名です。（先着順）
２　参加費は無料で、申し込み締め切りは各コース開催１週間前です。
３　参加ご希望の方は、当センターのホームページ（http：//www.mtc.pref.kyoto.lg.jp）から申し込みください。
４　取扱機種の前に★があるものは日本自転車振興会の補助金により平成１８年度に更新された最新鋭機器です。

【お問い合せ先】 京 都 府 中 小 企 業 技 術 セ ン タ ー
基 盤 技 術 室 材 料・機 能 評 価 担 当

TEL：075-315-8633  FAX：075-315-9497
E-mail：kiban@mtc.pref.kyoto.lg.jp
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【お問い合せ先】 京 都 府 中 小 企 業 技 術 セ ン タ ー
産 学 公 連 携 推 進 室 産 業 デ ザ イ ン 担 当

TEL：075-315-8636  FAX：075-315-9497
E-mail： design@mtc.pref.kyoto.lg.jp

コスメディ製薬(株)は、経皮吸収型医薬品（皮膚から薬用成分を吸収させるタイプの医薬品・いわゆる貼り薬）の開発
を軸に、それらの研究用装置開発までを手がける京都薬科大学発のベンチャー企業です。今回、日々、新しい薬品の
研究を行う中で改良を重ねてきたオリジナルの実験装置を製品化しようという計画が立ち上がりました。このプロジェク
トに当センターが、装置の設計・製造委託先である(株)理工化学研究所と共同で開発に取り組みました。

デザイン活用事例

デザイン活用事例（コスメディ製薬株式会社）

「デザインを改良してくれと言われて、困っている。」
理工化学研究所（株）から当センターに送られてきた1通
のメールから今回のプロジェクトはスタートしました。
もともと測定機器､ 分析・実験機器の開発製造が主要業
務の同社は、機械設計はお手のもの。しかし、「デザイン」
について、要望があったのははじめてのことでした。

要望を受けて、早速コスメディ製薬（株）、理工化学
研究所（株）と当センターで、新製品デザインについて
話し合いました。詳しい内容について聞いてみると、
外観イメージについて特に明確な要望があったわけで
はなく、｢競合製品と比べて見劣りする」というのがその
理由とのこと。しかし、今回開発するのは研究室など
で使用する試験装置。皮膚に貼り付けた薬品から、ど
んな成分がどれだけ透過したかを調べる、というもの
でした。しかも機能面では、水平型拡散セル（試料を入
れる容器で、横倒しにセットすることが特長。試料面
に気泡などが付かず、正確なデータが取れる）を採用す
るなど、他社にはない優れた特長を持ったもの。当セ
ンターでは、こういった試験装置に必要なのは｢外観よ
りもその能力と使いやすさ」であると考え、「素直に使い
やすいこと」をコンセプトとして、装置の特長を活かせ
るよう、デザインを進めることにしました。

まず、実際の作業状況や操作手順、実験条件などを
ヒアリング。その結果「実は、こんなところもちょっと
不便…」という点がたくさん出てきました。使い慣れた
装置は多少の不便があっても「これはこんなもの」と、
見過ごしてしまうことがよくあります。しかし、いざ
それを他人が使う製品として売り出そうとすれば、そ
ういった点を放っておくわけにはいきません。不満を
解消できて製造しやすく、外観に統一性のある形状と
し、使用しないスイッチ類を整理。トラブルの原因と
なる凹凸を減らし、作業手順を増やすカバーやクリッ
プ・ネジ類を排除した結果、当初の試作機よりも操作が
簡便でシンプルな装置となりました。（写真）

次に課題となったのは、機器のシリーズとしての統
一性でした。試作機にも統一のロゴマークは入れられ
ていましたが、名刺などに使用されているものとは全
くイメージか異なるうえ、印刷された場所もまちまち
のため、まるで別々の装置を寄せ集めたような印象を
与えるものでした。そこで、機器単独ではなく、まず
企業全体としての方向性を検討し、「医療・分析機器メー
カー」としての位置づけを確認、コスメディ製薬として
新規にロゴマーク（下図）を作成し、各ユニットにレイ
アウトしました。また、このロゴをベースに、パンフレッ
トなど印刷物に使用するもの・機器に使用するものなど
バリエーションの基本となるものをつくり、今回開発
した機器を始め、会社案内、名刺、ホームページなど
も含め、イメージの統一を図りました。

今回製作した機器は、早速展示会等でも発表され、
すでに4～ 5社からの問い合わせがあるなど好評を得
ているとのことです。

改善前 改善後

写真

図
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技術トレンド情報

○「EMC」って何？
「EMC」は、「Electro	Magnetic	Compatibility」の略で日本語
には「電磁環境両立性」と訳されます。
電気製品が周辺に出す電磁ノイズをどれだけ抑えられるか

（EMI）＊1と、どれだけ周辺からのノイズに耐えられるか（EMS）＊2

の両方の性能を同時に達成させることを「EMC」と呼びます。
現在、電気製品は、ほぼ世界中でこのEMCへの適合が求めら

れています。
日本でも、近年いわゆる「改正薬事法」により医療機器への適合

が義務化されました。
では、実際どのような性能を求められているのかを順に説明し

ます。

○「EMI」（エミッション）
まずエミッションについてですが、伝搬経路によりさらに２種

類に分けられます。
空間に電波として放出される「放射性」（輻射性と表現すること

もあります）のものと、電源コンセント経由で他機器へ伝搬する
「伝導性」のものです。＊3

空間放射される電波は、近くの電気機器を誤動作させないことは
もちろん、電波放送や電波通信を阻害しないことが求められます。

○「EMS」（イミュニティー）
次にイミュニティーですが、エミッションで規定されている他

機器からの放射性と伝導性の電磁界ノイズや無線通信電波に耐え
る必要があります。
また、さらに雷サージ、静電気放電などの自然現象由来のノイ

ズに耐える必要があります。＊4

○規格で決められていること
これらEMIやEMSの性能を客観的に評価するため、「規格」があ

り、大きく分けて「試験規格」と「製品群規格」があります。＊5

「試験規格」は各試験の方法が定められており、「製品群規格」で
は、製品の種目別に必要な試験とその合否レベルが記載されてい
ます。

○今後の電気製品造り
現在、電気機器の数が多くなり、携帯電話や無線LANなどの

無線通信も身近になってきました。
また、医療機器や自動車をコントロールするコンピュータなど

の普及により、重大な事故に繋がる誤動作は許されなくなってき
ました。
今後、様々な機器が規制の対象となることが予測されますが、

EMCを考慮した製品造りには技術の研鑚とノウハウの蓄積が必
要ですので、早めの対応が求められます。

＊１　「EMI」どれだけ出しているか（Interference：妨害）
「Emission：与える」とも呼ばれます。

＊２　「EMS」どれだけ耐えられるか（Susceptibility：感受性）
「Immunity：免疫性」とも呼ばれます。
ともにEMはElectro	Magnetic（電磁）の略

＊３　伝導ノイズには、このような電磁波ノイズの他に負荷変動
ノイズとして電源高調波とフリッカーがあります。

＊４　その他の試験については下表を参照。
＊５　規格には、国際規格であるIECや欧州規格のEN、アメリ

カのFCC、日本ではVCCIとJISなど各国個別にあります
が、近年統一される傾向にあります。

　　　　　　　　参考文献：「低周波のEMC	2007」
株式会社エヌエフ回路設計ブロック
	「世界のEMC規格・規制」

社団法人日本能率協会

「EMC」って何？

表　EMCの主な試験

  伝搬経路  ノイズの種類 代表的な試験規格番号
EMC EMI 放射性  電磁界 CISPR11
  伝導性 電位変動 雑音端子電圧 CISPR11
    妨害電力 CISPR14
   負荷変動 電源高調波 IEC61000-3-2:2005
    フリッカー IEC61000-3-3:2005
 EMS 放射性  無線周波数電磁界 IEC61000-4-3
    電源周波数磁界 IEC61000-4-8
  伝導性 信号線 雷サージ IEC61000-4-5
    FTB IEC61000-4-4
    無線周波数電磁界由来誘導 IEC61000-4-6
   電源線 雷サージ IEC61000-4-5
    FTB IEC61000-4-4
    無線周波数電磁界由来誘導 IEC61000-4-6
    瞬時停電・電源揺動 IEC61000-4-11
   筐体 静電気放電 IEC61000-4-2

【お問い合せ先】 京 都 府 中 小 企 業 技 術 セ ン タ ー
応 用 技 術 室 電 子・情 報 担 当

TEL：075-315-8634  FAX：075-315-9497
E-mail： ouyou@mtc.pref.kyoto.lg.jp
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最 近 の 経 済 指 標最 近 の 経 済 指 標

景気回復を主導してきた設備投資と輸出に停滞感が出ている一方で、消費に景気を牽引する力強さは未だ見られ
ません。全国的に鉱工業生産に中だるみ感が出ていますが、特に京都府では弱い指標が目に付きます。雇用につい
ては一部の業種、職種で不足感が出ていると言われていますが、全体としては改善が足踏みしています。企業物価
は穏やかな上昇を続けていますが、消費者物価の上昇は極わずかです。

経済指標

最 近 の 経 済 指 標 － 全 国 と 京 都 府 の 動 き －（ 平 成 1 9 年 1 月 ～ ）

～景気回復に中だるみ感がでていますが、年央から息の長い回復を期待～

＜概況＞
●消費動向…家計消費支出（全国・全世帯・実質）は昨年一年間、前

年同月比がマイナスでしたが、本年１月から３か月連
続でプラスに浮上しました。百貨店売上高は全国的に
は一進一退を続けていますが、京都の売上高は昨年の
11月以降６か月連続で前年同月比プラスに転じてい
ます。乗用車新車販売台数は燃料費高騰の影響もあっ
て昨年から前年比マイナスの月が多くなっていました
が、今年に入って落ち込み幅がさらに大きくなってい
ます。新設住宅着工戸数は月によりばらつき、２月頃
に落ち込みが見られたものの、全国、京都とも概ね堅
調に推移しています。総じて消費動向は力強さに欠け
るものの回復傾向にあるといえます。

●設備投資…船舶・電力を除く民需の機械受注額（全国）は、一昨
年６月以降は昨年９月を除いて１兆円の大台を維持し
て概ね堅調であったが、本年２月には前月比4.9％の
減少、３月は4.5％の減少となり、ついに１兆円の大
台を割り込みました。また、４～６月の見通しでは
11.8％の減少となっており、景気回復を牽引してき
た設備投資の先行きに慎重な見方が出ています。

●鉱工業生産…一昨年８月以降18か月連続で前年同月比プラスを
続けていた輸出数量は、今年２月にマイナス、３月は
プラマイゼロで停滞しています。景気回復を主導して

きた設備投資と輸出に停滞感が出ている一方で、消費
は回復傾向にあるとはいえ力強さに欠けていることか
ら、今後の景気の牽引車が不在であるとの状況になら
ないか心配です。産業用大口電力消費量については、
全国的には一昨年８月以降連続して前年同月を上回っ
ています。関西電力管内についても昨年５月以降は前
年同月比プラスで、産業活動が上向いていることを示
しています。全国の鉱工業生産指数は昨年８月以降、
多少の変動はあるものの100を上回り好調です。京
都府の指数は本年１月と２月に２ヶ月連続して前月比
５％程度の大幅ダウンとなり、98.9で100を割って
います。
一昨年10月以降、全国の製造業時間外労働時間指数
の前年同月比はプラスとなっていますが、昨秋から伸
び率が鈍化しており、京都府では昨年11月、12月に
２か月連続して前年比がマイナスとなっています。

●雇用動向…全国の有効求人倍率は、一昨年12月に１を超えて
以降順調に伸びていましたが、今年になって毎月、下
降しています。京都では３月に１を割り込みました。
順調に低下していた完全失業率は、昨年11月以降は
５か月連続して4.0％に止まっています。非正規雇用
の増加など雇用構造の変化に加え、全体としての雇用
増加にブレーキが掛かっている状況は憂慮されます。

●物価動向…企業物価は平成16年３月以降、38か月連続で前年
比プラスとなっています。生鮮食品を除く消費者物価
は、コンマ1～2％のプラスで推移していましたが、
本年２月、３月には２か月連続してマイナスになりま
した。京都市では昨年はマイナス基調でしたが、今年
は２月から３か月連続でプラスとなっています。総じ
て麦価は、非常に穏やかな上昇基調といえます。

●企業倒産…企業倒産は、全国的には今年に入ってやや増加基調
となっています。京都も昨年夏から大型倒産が何件か
発生しており、全体として高水準な月が散見されます。
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図2　百貨店売上高

資料：日本百貨店協会、京都百貨店協会
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図1　家計消費支出（実質）（全国・全世帯）

資料：総務省統計局「家計調査」
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図3　乗用車新車販売台数

資料：近畿陸運局京都陸運支局、日本自動車工業会
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【お問い合せ先】 京 都 府 中 小 企 業 技 術 セ ン タ ー
企 画 情 報 室

TEL：075-315-9506  FAX：075-315-1551
E-mail： kikaku@mtc.pref.kyoto.lg.jp
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図4　新設住宅着工戸数

資料：国土交通省「住宅着工統計」：京都府は3ヶ月移動平均値で比較
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図 5　機械受注額（船舶・電力を除く民需）（全国）

資料：内閣府「機械受注統計調査報告」
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図6　貿易指数等（全国）

資料：財務省「貿易統計」、日本銀行「金融経済統計」
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図7　鉱工業生産・出荷・在庫指数（全国）（2000年＝100）
及び鉱工業生産指数（京都）（2000年＝100）

資料：経済産業省、京都府統計課
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図8　産業用大口電力消費量

資料：電気事業連合会、関西電力株式会社
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図9　完全失業率・有効求人倍率

資料：総務省統計局、厚生労働省、京都労働局
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図10　製造業の所定外労働時間指数（規模30人以上）

資料：厚生労働省「毎月勤労統計調査」、京都府統計課
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図11　企業物価指数（全国）及び消費者物価指数（2005年＝100）

資料：日本銀行、総務省統計局、京都府統計課
注：消費者物価は、生鮮食品を除く総合指数
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図12　倒産件数・負債総額（京都）

資料：東京商工リサーチ京都支店
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図13　倒産件数・負債総額（全国）

資料：東京商工リサーチ
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※ 経済指標の詳細データは、http://www.mtc.pref.kyoto.lg.jp/inf/pub/pre/cre/no024/7 に掲載しています。
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受発注コーナー

受発注あっせんについて
このコーナーについては、事業推進部　市場開拓グループまでお問合せください。
なお、あっせんを受けられた企業は、その結果についてご連絡ください。
市場開拓グループ　ＴＥＬ.075－315－8590 （本情報の有効期限は７月10日までとさせていただきます）

発注コーナー
業種
No. 発 注 品 目 加 工 内 容

地 域
資 本 金
従 業 員

必 要 設 備 数 量 金 額 希望地域 支払条件 運搬等・希望

機−1 自動化・省力化機械部品の切削加工・板金加工（ア
ルミ、鉄、ステン等）

京都市南区
1000万円

15名

汎用・NCフライス、汎
用・NC旋盤、MC等関連
設備一式

多品種小ロット
（1〜100個） 話合い 近畿圏

希望
月末日〆
翌月末日支払、
10万円超手形120日

運搬受注側、材料支
給無し、継続取引希
望

自動化機械のオートCADによる機械設計
京都市南区
1000万円

15名
オートCAD 話合い 話合い 不問

月末日〆
翌月末日支払、
10万円超手形120日

運搬受注側、継続取
引希望

京都市南区
1000万円

30名
MC、NC旋 盤、NCフ ラ
イス盤他 話合い 話合い 不問

月末日〆
翌月末日支払、

全額現金
運搬受注側持ち、継
続取引希望

精密小物部品（SuS） 切削加工
京都市伏見区

500万円
18名

小物NC旋盤 10〜30個 話合い 不問
月末日〆
翌月25日支払、

全額現金

運搬受注側持ち、材
料支給有償、継続取
引

精密機械部品（アルミ、
SS、ステンレス） 切削加工

京都市南区
1000万円

30名
MC、NC旋 盤、NCフ ラ
イス盤他 話合い 話合い 近畿圏

希望
月末日〆
翌月末日支払、

振込
運搬受注側持ち、断
続取引希望

機−2

機−3

機−4

機−5

織−1

受注コーナー
業種
No. 加 工 内 容

機−1 各種産業用機械の製缶〜加工〜組立〜電機配線・制御
盤

京都府久御山町
300万円

6名
半自動溶接機、アルゴン溶接機、汎用フラ
イス、2.5tフォークリフト 話合い 隣接府県 1.5tトラックで運搬

可能

主 要 加 工
（ 生 産 ）
品 目

地 域
資 本 金
従 業 員

主 要 設 備 希望取引条件等 希望地域 備 考

機−2
MC・汎用フライスによる
精密機械加工（アルミ、
鉄、ステン、チタン他）

半導体関連装置部品、包
装機等

京都市南区
300万円

5名
立型MC3台、汎用フライス4台、CAD／
CAM1台、汎用旋盤1台他 試作品〜量産品 京都・滋

賀・大阪 運搬可能

機−3
精密金型設計製作、プレス加工（小
物部品）中心に治工具、機械部品、
板金加工等に力を入れています。

半導体関連装置部品・電機部品
の精密機械加工・精密金型設計
製作（アルミ、ステン、鉄、銅他）

京都府久御山町
600万円

9名

縦型MC、フライス、成形平面研削盤、自動プレス
（25〜80t）、縦型スケールミル、タッピング、横
型タッピングボール盤、投影機、CAD/CAM他

話合い 京都
府内

経験30年。お客様のニーズを取り入れた金型の設
計製作から金型の部品加工また機械加工において
も全て内部で行い、お客様に提供しています。

機−4 産業用機械部品の小物MC加工（溶接対応可能）、アル
ミ・SUS・鉄他

京都市南区
600万円

1名
マシニングセンター、NC旋盤他 話合い 京都・滋

賀・大阪 継続取引希望

機−5 液晶製造装置・産業用ロボット・省力化装置等精密部品
の切削加工・溶接加工一式（アルミ・鉄・ステン・真鍮）

京都市南区
500万円

21名
汎用旋盤5台、NC旋盤3台、汎用フライス
3台、MC6台、アルゴン溶接機5台他 単品〜中ロット 不問

運搬可能、切削加工から真
空機器部品のアルゴン溶接
加工までできる。

機−6 金属部品の精密切削加工
（AL、SUS、SSなど）

京丹後市弥栄町
3600万円

20名
NC旋盤、マシニングセンター各12台 中〜大ロット 不問

高品質、高い技術、豊な人間性をモットーに、
NC旋盤、マシニングセンターにより、車両・
電機・機械など金属部品加工をしています

機−7 小物機械部品の旋盤加工、穴あけ加工
京都市山科区

個人
1名

旋盤6尺、卓上ボール盤 話合い 不問 継続取引希望

精密機械部品 切削加工

工作機械部品、車輌部品、
油圧部品、電機部品

機−8 パーツ・フィーダ設計・製作、省力機器設計・制作
京都府宇治市

個人
1名

縦型フライス、ボール盤、メタルソー、半
自動溶接、TIG溶接、コンタ、CAD、その他
工作機械

話合い 不問
パーツ・フィーダ製造から組立て
機械、電気配線まで自動機のすべ
てを低コストにて製作致します。

機−9 一般切削加工、ワイヤー
カット加工

京都府亀岡市
個人
1名

ワイヤーカット放電加工機、立フライス
盤、卓上ボール盤、成形研磨機他 話合い 不問 継続取引希望弱電部品のプレス金型設

計製作

ウェディングドレス 裁断〜縫製〜仕上
京都市中京区
9600万円

130名
関連設備一式 10〜50着/月 話合い 不問

25日〆
翌月10日支払、

全額現金

運搬片持、内職加工先持ち
企業・特殊ミシン（メロー
がけ）可能企業を優遇

織−2 ウェディングドレス 裁断〜縫製
京都市右京区
10億7159万円

230名
関連設備一式 10〜50着/月 話合い 不問

月末日〆
翌月末日支払、

全額現金
継続取引希望、運搬
発注側持ち

本コーナーに掲載をご希望の方は、市場開拓グループまでご連絡ください。掲載は無料です。
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機−10
電線・ケーブルの切断・圧着・圧接・
ピン挿入、ソレノイド加工、シール
ド処理、半田付け、布線、組立、検査

京都市下京区
3000万円

80名

全自動圧着機（25台）、半自動圧着機（50台）、全
自動圧接機（15台）、半自動圧接機（30台）、アプ
リケータ（400台）、導通チェッカー（45台）他

少ロット（試作
品）〜大ロット

（量産品）
不問

経験30年。国内及び海外に十数社の協力工場を含む
生産拠点を持ち、お客様のニーズに応えるべく、ス
ピーディでより低コストかつ高品質な製品の提供を
心がけております。国内・海外で短納期に対応可能

機−11 ユニバーサル基板、ケース・BOX加工組立配線、装置間
ケーブル製作、プリント基板修正改造

京都市伏見区
個人 
1名

組立・加工・配線用工具、チェッカー他 単品試作品〜小
ロット

京都
府内

経験32年。性能・ノイズ対策を
考えた組立、短納期に対応、各
種電子応用機器組立経験豊富

機−12 プリント基板実装
京都市山科区

個人
1名

ボール盤、自動半田付け装置、リードカッ
ター、クリーンコータ（間欠噴霧式スプ
レーフラクサ式）

話合い 不問 継続取引希望

機−13 金属製品塗装 紛体塗装
焼き付け塗装

京都府宇治市
1000万円

3名

塗装ブース3500×3000×3600、乾
燥炉2340×2500×1800、粉体塗装
機、ホイスト、フォークリフト他

話合い
京都府南
部地域・
滋賀県

経験33年

機−14 精密機械部品の研磨加工（手研磨）
京都府久御山町

300万円
1名

フラットラッピングマシン、半自動レン
ズ方式 話合い 不問 継続取引希望

機−15 機械設計（CAD 図面作成）
京都府亀岡市

個人
3名

MicroCadam、SolidMx、オートCAD 1900円/時間
以上希望 近畿府県

機−16 アルミ材のプレス加工・板金加工〜アルマイト表面処
理

京都府八幡市
5000万円

30名

プレス機、深絞り用プレス、油圧プレス
機、自動アルマイト処理設備一式（硫酸皮
膜・蓚酸皮膜対応）他

話合い 不問
アルミ材のプレス加工及び板金加工〜アルマイト
表面処理まで全て自社工場内で行い、お客様にア
ルミ加工技術をご提供したいと考えております。

機−17
SUS・AL・SS板金・製缶、
電子制御板等一式組立製
品出荷まで

京都府南丹市
1000万円

8名

ターレットパンチプレス、シャー各種、ベンダー各
種、Tig・Migアーク溶接機各5台以上、2.8tクレー
ン2基、1t3基、フォークリフト2.5t2台、その他

話合い 不問 2t車、4t車輌、継続取
引希望、単発可

軽−1 射出成型、直圧成型
電機、車輌、医療、精密機
械、住 宅 等 各 種 プ ラ ス
チック

京都府久御山町
1000万円

6名

射出成型機（450t×1、300t×2、160t
×2、75t×2、50t×1 ）、直 圧 成 型 機

（100t×1、50t×2、37t×2、26t×1）
10〜、

10,000〜 不問
多品種、少量生産、各
種組立、特別管理産業
廃棄物収集運搬

織−1 婦人服全般 仕上げ（縫製関係）、検査
京都市北区
300万円

8名
仕上げ用プレス他 話合い 話合い

他−1 事務系プログラムソフト
及びシステム構築

経理システム、在庫管理、
商品管理、生産管理等

京都市西京区
個人 
2名

コンピューター他関連設備 話合い 不問
メカトロ・自動機設計製作
据付立上げまで一貫して対
応、構内委託可能

他−2
製品の広告、デザイン、販促、マー
ケティング等企画制作、ホーム
ページ製作、インターネット戦略

パンフレット、カタログ、
DM、会社案内、HP、広告
企画、DVD、ビデオ

京都市中京区
1000万円

5名
コンピューター、レーザープリンタ、ス
キャナ、コピー他関連設備 話合い 不問

製品を顧客にうまくコミュニケートするための広告デ
ザイン＆マーケティングをご提案します。格安料金で素
早く制作いたします。お気軽にお問い合わせください。

ワイヤーハーネス、ケーブ
ル、ソレノイド、電線、コネ
クタ、電子機器等の組立

【お問い合せ先】 （財）京都産業 21 事業推進部 市場開拓グループ TEL：075-315-8590  FAX：075-323-5211
E-mail：market@ki21.jp

SUS・AL・SS製 品、タン
ク槽、ボイラー架台等、大
物、小物、設計・製造

機−18
MC、汎用フライスによる
精密機械加工（アルミ、
鉄、ステンレス）

京都市南区
1000万円

30名
三次元測定器、MC、NC旋盤、NCフライ
ス盤、汎用フライス盤、CAD他 試作品〜量産品 京都・滋

賀・大阪 運搬可能半導体関連装置部品、包
装機等、ＦＡ自動機

織−2 婦人服、子供服等 各種フリル取りテープ加
工

京都市中京区
1000万円

2名
各種特殊ミシン他 話合い 話合い

遊休機械設備の紹介について
このコーナーについては、事業推進部　市場開拓グループまでお問合せください。
当財団のホームページにおいても掲載しています。
なお、あっせんを受けられた企業は、その結果についてご連絡ください。
市場開拓グループ　ＴＥＬ.075－315－8590

買いたいコーナー
No. 機 械 名

001 ハンドリフト

３次元測定機002

＊財団は、申込みのあった内容を情報として提供するのみです。価格等取引に係る交渉は直接掲載企業と行っていただきます。

形式・能力等

メーカー不問、積載荷重200kg、リフト方式、手巻き

国内メーカー、X＝400 〜、Y＝400 〜、Z＝400 〜 、公正経
歴が明確である事

希 望 価 格

話合い

250万円

遊休機械設備コーナー



行事予定表

—知ろう　守ろう　考えよう　みんなの人権！—

約１万５千人の方々にお読みいただいております京都府中小企業技術センターのメ−ルマガジン
は、当センターや(財)京都産業21、府関連機関が主催する講習会や研究会・セミナーなどの催し物
や各種ご案内、助成金制度等のお知らせなど旬の話題をタイムリーにお届けしています。皆様の情
報源として是非ご活用ください。

ご希望の方は、ホームページからお申し込みください。

▲

http://www.mtc.pref.kyoto.lg.jp/mtnews/get_mtnews.htm

メールマガジン「Ｍ＆Ｔ NEWS FLASH」（無料）をご活用ください！

京都府中小企業技術センターでは、中小企業の皆様が抱えておられる技術上の課題をメール等で
お答えしていますので、お気軽にご相談ください。

▲
http://www.mtc.pref.kyoto.lg.jp/consul/consul.htm

インターネット相談実施中！

お問い合せ先： 財団法人 京都産業 21 主催　 京都府中小企業技術センター 主催

日 名　　称 時間 場所

代表	 TEL 075-315-9234　　FAX 075-315-9240
けいはんな支所	 〒 619-0237 京都府相楽郡精華町光台 1丁目７（けいはんなプラザ ラボ棟）
	 TEL 0774-95-5028　FAX 0774-98-2202
北部支所	 〒 627-0011 京都府京丹後市峰山町丹波 139
	 TEL 0772-69-3675　　FAX 0772-69-3880

代表	 TEL 075-315-2811　　FAX 075-315-1551
中丹技術支援室	 〒 623-0011 京都府綾部市青野町西馬場下 38-1
	 TEL 0773-43-4340　FAX 0773-43-4341
けいはんな分室	 〒 619-0237 京都府相楽郡精華町光台 1丁目７（けいはんなプラザ ラボ棟）
	 TEL 0774-95-5027　FAX 0774-98-2202

http://kyoto-isc.jp/　〒 600-8813 京都市下京区中堂寺南町 134

http://www.ki21.jp http://www.mtc.pref.kyoto.lg.jp/

日 名　　称 時間 場所
July 2007. 7.

13:10 ～16:40 京都府産業支援センター5F 京都品質工学研究会

編集協力／石田大成社

12
（木）

専門家特別相談日
（毎週木曜日　13：00 〜16：00）
○事前申込およびご相談内容について、
（財）京都産業21　お客様相談室まで
ご連絡ください。

ＴＥＬ 075-315-8600
ＦＡＸ 075-315-9091

取引適正化無料法律相談日
（毎月第二火曜日　13：30 〜16：00）

○事前の申込およびご相談内容につい
て、（財）京都産業21　事業推進部　市
場開拓グループまでご連絡ください。

ＴＥＬ 075-315-8590
ＦＡＸ 075-323-5211

海外ビジネス特別相談日
（毎週木曜日　13：00 〜17：00）
○事前の申込およびご相談内容につい

て、（財）京都産業21　海外ビジネスサ
ポートセンターまでご連絡ください。
ＴＥＬ・ＦＡＸ 075-325-2075

15:00 ～16:30 京都府産業支援センター5F 京都陶磁器釉薬研究会23
（月）

☆ 製品開発支援セミナー（全21コース）については、16ページをご覧く
ださい。
（いずれのセミナーも、京都府産業支援センターにおいて開催。）

June 2007. 6.

13:00 ～16:00 京都府産業支援センター5F 貿易実務講座
「受渡条件と保険」

15:00 ～19:00 京都全日空ホテル 京都産業21環の会
（KSR）総会記念講演会

13:30 ～16:00 京都府産業支援センター2F 取引適正化無料法律
相談日    

12
（火）

・
19

（火）
・
29

（金）

10:00 ～17:00 京都府産業支援センター5F
 京都品質工学研究会
基礎学習会

（初心者対象）     

5
（火）

11
（月）

12
（火）

14:00 ～ 新都ホテル 第１回創援隊交流会・
創援隊総会    

29
（金）

クリエイティブ京都Ｍ＆Ｔ５月号　Ｐ9掲載の〜めざせオンリーワン！きらりと光る企業の
事業戦略〜の中に誤りがございました。お詫びして訂正いたします。

お詫びと訂正

誤
講師：京都試作センター㈱代表取締役社長

オムロン㈱元取締役副社長
市原 達郎 氏

正
講師：京都試作センター㈱代表取締役社長

オムロン㈱元取締役副社長
市原 達朗 氏

➡


